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オフィスビル向けデマンドレスポンス導入に関する協業について 

－横浜スマートシティプロジェクトにおいて国内初の実証事業－ 

 

 

株式会社東芝（以下、東芝）、丸紅株式会社（以下、丸紅）、三井不動産株式会社（以下、

三井不動産）、三菱地所株式会社（以下、三菱地所）の４社は、国内で初めてオフィスビル

向け電力需給の調整を行うデマンドレスポンス（需要応答）のあり方を検討するため、実

証事業を実施することで合意しました。本実証は来秋から２０１４年度まで行う予定です。 

４社は、経済産業省が「次世代エネルギー・社会システム実証事業」に選定した「横浜

スマートシティプロジェクト」の「ビル群管理センターの開発と実証」の実施企業として

採択されており、今回の実証事業はその一環で取り組むものです。 

 

本実証事業では、丸紅の１００％特定子会社、三井不動産、三菱地所がそれぞれ所有す

る「みなとみらいグランドセントラルタワー」、「横浜三井ビルディング」、「横浜ランドマ

ークタワー」の各ビルのエネルギー管理システム（以下、ＢＥＭＳ）に東芝が開発する「統

合ビル管理システム（以下、統合ＢＥＭＳ）」を接続します。これにより、ビル管理者や各

テナントはビル単位、フロア単位でのエネルギーの使用状況が確認できます。また、統合

ＢＥＭＳのセンサ遠隔異常診断機能により、ビルの所有者は温度センサ等の異常の有無が

事前にわかり、点検費の削減が可能となります。 

さらに東芝が開発・運用する「地域エネルギー管理システム（以下、ＣＥＭＳ）」からの

電力エネルギーの需要管理指令に基づき、各ビルの電力使用状況に応じて使用量を割り振

る仕組みを検討します。 

 

デマンドレスポンスとは、電力供給量の多寡に応じて、家庭やビルなどの電力使用量を

コントロールして、電力系統の安定運用を図る仕組みです。既に米国などでは実証実験が

始まっており、我が国においても、電力不足や、夏季・冬季でのエネルギー使用量のピー

クを解消する技術として実現が望まれています。また、気象条件によって出力が左右する

自然エネルギーの活用最大化を図る上でも需給バランスの調整が必要であり、その観点か

らも、オフィスビルでのデマンドレスポンスによる需要調整で、電力系統の安定運用を図

ることが求められます。 

 

今後、４社は本実証事業などを通じ、オフィスビルに対するデマンドレスポンスのあり

方の検討に取組み、ビルオーナーとテナントが省エネを促進する仕組みを構築していきま

す。これにより、国内外にデマンドレスポンスを普及させ、電力不足解消や温室効果ガス

削減を通じて持続可能な社会の構築に貢献していきます。 

 

 



デマンドレスポンスに対応するビルの概要 

■丸紅：みなとみらいグランドセントラルタワー 

１．建物規模：地上２６階／地下２階、塔屋１階、延床面積 １１４,５３９㎡ 

２．竣工時期：２０１１年１０月  

 ３．住所：神奈川県横浜市西区みなとみらい四丁目６番２ 

 ４．実証フロア：ビル内の２階分を予定 

 

■三井不動産：横浜三井ビルディング 

１．建物規模：地上３０階／地下２階 塔屋３階 、延床面積 ９０,１８７㎡ 

２．竣工時期：２０１２年２月（予定）  

 ３．住所：神奈川県横浜市西区高島一丁目１-２０ 

４．実証フロア：現在検討中 

 

■三菱地所：横浜ランドマークタワー 

１．建物規模：タワー棟：地上７０階／地下３階 塔屋３階、 

プラザ棟：地上５階（一部７階）・地下４階   

延床面積：３９２,８８５㎡ 

２．竣工時期：１９９３年７月  

 ３．住所：神奈川県横浜市西区みなとみらい２-２-１ 

 ４．実証フロア：１５階三菱地所グループ入居スペース 

 

 

以上 

 
 


